
が肩
ん
き
ん
特
別
便
」

い
　
た
　
ら

弘
前
社
会
保
険
事
務
所

平
成
二
十
年
十
月
ま
で
の
――――
に
現
役

加
入
者
の
方
々
へ
「
ね
ん
き
ん
特
別
使
」

を
お
送
り
し
ま
す
　
社
会
保
険
咋
で
わ

か
っ
て
い
る
皆
さ
ま
の
午
↑

‐
―二
■
を
お

知
ら
せ
し
て
お
―り
ま
す
の
で
、
■
「
三

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
．

１
漏
れ
て
い
る
記
録
は
な
い
か

つ・お
勤
め
し
て
い
た
会
社
名
な
ビ
古
か

れ
て
い
る
こ
と
に
間
違

い
は
な
い

か
〓

中
十
日
の
期
間
は
な
い
か
．

一
旧
姓
で
加
入
し
て
い
た
期
――――
は
な
い

か確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、

「年
令

加
入
記
録
回
答
票

一
に
そ
の
結
果
を
ご

記
入
い
た
だ
き
返
信
用
の
封
簡
で
ご
返

送
く
だ
さ
い

お
勤
め
先
に
よ
っ
て
は
、
回
答
票
の

と
り
ま
と
め
を
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
お
勤
め
先

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「ね
ん
き
ん
特
別
使
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
氏
名
、
■
年
月
日
、
住
所
が
誤

っ
て
い
る
場
合
は
、
別
途
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
　
手
続
き
先
は
、
現
在

加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
に
よ
り
異
な

，，
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

妻
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

〓Ｆ．
ま
て
お
一■

・ヽ．合
わ
せ
く
だ
さ
い

▲▼
電」
」ヽ
イ、〓
「一　
・・．́ｉ
ｔ

卍
で
■
一
■
ズ
一Ｆ
ｊ‐１，‐，‐‥一
４̈
話
「

一

〇

１

７

２

　

い
，ヽ
５

　

６

３

３

６

結

婚

を

祝

っ

て

夫
婦
で
記
念
植
樹
を

町
民
生
活
課

五
月
二
十
四
日

（土
）
、
午
前
十

一

時
か
ら
鶴
寿
公
園
で
、
平
成
二
十
年
度

の
結
婚
記
念
植
樹
祭
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
対
象
は
、
平
成
十
九
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
に
婚
姻
の
届
け
出
を
し
た
ご
夫
婦

で
、
鶴
田
町
に
住
所
の
あ
る
方
で
す
。

対
象
者
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
案
内
の

通
知
を
し
て
お
り
ま
す
。

植
樹
祭
で
は
、
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル

が
共
に
シ
ャ
ベ
ル
を
手
に
取
り
、
不
老

不
死
と
い
わ
れ
、
め
で
た
い
本
と
さ
れ

る

「
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
」
を
植
樹
し
ま
す
。

こ
の
際
、
出
席
者
全
員
に
、

「難
を
転

ず
る
」
と
さ
れ
る
ナ
ン
テ
ン
の
苗
木
と

表
札
を
記
念
品
と
し
て
差
し
上
げ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
　
く
ら
し
の
窓
口
班

内
線
１
５
３
・
１
５
５

西
北
労
働
基
準
協
会

か
ら
お
知
ら
せ
で
す

西
北
労
働
基
準
協
会

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
技
能

講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習
会
】
・
【玉
掛
け
技
能
講
習
会
】

◆
講
習
対
象
，

「小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
」

つ
り
上
げ
荷
重
一　
ント以
上
五
トン未

満
の
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転

業
務

「玉
掛
け
」

つ
り
上
げ
荷
■

一
ノ
以
上
の
玉
掛

け
業
務

◆
開
催
目
時

一小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転

一

六
月
九
日
か
ら
十

一
日
ま
で

（Ｔ

日
間
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で

「工
掛
け
」

六
月
十
七
日
か
』
十
九
日
ま
で

（三
日
間
）
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で

◆
開
催
場
所

学
科

　

（社
）
西
北
労
働
基
準
協
会

三
階
大
ホ
ー
ル

実
技
　
斉
勝
建
設

（株
一
構
内

五
所
川
原
市
太
刀
打
早
蕨
九
人
ノ
四

◆
受
講
資
格

満
十
八
才
以
上
の
者

⌒女
性
の
方

歓
迎
し
ま
す
［
一

◆
受
講

一
部
免
除
者

※
Ｉ
掛
け
技
能
講
習
会
の
み

（
一
）
ク
レ
ー
ン
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン

等
運
転
十
亀
許
を
受
け
た
者

・
又
は
床

上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
遠
仁
、
小
型
移
動

式
ク
レ
ー
ン
連
は
技
能
詩
習
を
修
了
し

た
者一二

一　
一　
以
■
の
Ｉ
掛
け
の
補
助
作

業
に
六
ヶ
ｌｌ
以
■
従
事
し
た
経
験
を
有

す
る
者

（三
）

一　
ン
‐
米
―――‐ｌｉ
の
上
掛
け
作
業
に
六

ヶ
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

◆
受
講
料

一小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
」

二
万
七
十
七
百
円

（テ
キ
ス
ト
代

〈』
ユじ
　
　
）

）

行
政
ｏ
人
権
相
談

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要

望
、
ま
た
日
ご
ろ
生
活
す
る

上
で
の
困
り
事
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
内
容
の
相
談
を
受
け

る
た
め
の
行
政
相
談
と
人
権

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

六
月
の
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
六
月
十
日

（火
）

■
午
前
十
時
～
午
後
三
時

■
鶴
田
町
国
際
交
流
会
館

一
階
　
１
０
２
研
修
室
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せ の

「上
掛
け
」

免
除
な
し
の
者
　
　
一
一万
三
十
円

受
講

一
部
免
除
者
　
一
万
九
千
円

（ど
ち
ら
も
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◆
締
め
切
り

「小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
」

六
月
三
日
、
も
し
く
は
定
員
四
十

人
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
．

「Ｉ
掛
け
技
能
」

六
月
十
日
、
も
し
く
は
定
員
四
ト

人
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
．

◆
申
込
先

一社
）
西
北
労
働
基
準
協
会

五
川
原
市
唐
笠
柳
字
藤
巻
四
九
五

ノ
〓
一

一

〇

１

７

３

１

３

５

１

６

３

３

６

一う

務
　
省

六
月

一
日
ヽ
十
日
ま
で
は

用
保
護
週
間
」
で
す

日
に
見
え
な
く

ｔ
注
利

て
も
、
不
法
電
波
　
〆
一

は
私
た
ち
の
暮
』

し
や
社
会
の
迷
惑

で
す
。
電
波
は
み

ん
な
の
財
産
で
す

「不
法
無
線
局
」
を
無
く
―
ン、
正
し
く

電
波
を
使
い
ま
し
ょ
う

◆
電
波
の
混
信

・
妨
害
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
省
東
北
総
合
通
信
り‐‐―

相
談
窓
Ｈ

一

〇

２

２

１

２

２

１

１

０

６

４

１

西
北
五
環
境
整
備
事
務

組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

平
成
ニ
ト
午
六
月

一
日
か

つヽ
経
過
措

置
を
設
け
て

一‐
‐́ｌｔ
処
理
手
数
料

一
が

次
の
よ
う
に
変
わ

，，
ま
す

一・．〓
一　
三
一　
レ
ニ
■
・̈
ヽ
‥‘
一一
一ノ、
ヽ
二

　ヽ
ヽ
４
一

＾
．　
．・
、
　
一
一　
　
．一一、
一̈一一．・．一一́一一・一一一一・一　
　

．い、

ヽ

一
〓
一
、
一
（
一一一た
一一一一」一一一．一
一一一一・一一一
一一一「
″́
一十一

一
¨

，
一
、
、
　

一一
一̈
一・．・．

合
の
一
性
――Ｉ
Ｉ
ｔ
ｔ

，‐
、
忙
註
¨
‥１１１１
■

管
理
告
一に
役
″
て
て
お
―，
ま
す
　
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
　
ご
協
力
を
お
願

い
い
一た
ｌ
ｉ
■
，一

◆
――――
い
合
わ
せ
ｔ

西
北
五
環
境
十
１‐―ｌｉ
事
務
組
合

容
０
１
７
３
１
３
６
１
３
０
０
４

お 総

総矢□
省

か

り

※181イ /日 (し 尿1人当たり平均排出量)

181t/日 ×365日 =6571i′ /年 (し 尿 1人 当たりの年間lll出 量)

「遊びの教室」のこ案内

一なつどまり親子指導施設『希望の

家』による「遊びの教室」を開催―

就学前のお子さんで、 “子どもの気持

ちが分からない
い

とか “遊び方がわから

ない"と か子育てに悩んだり、もっとふ

れあい方を学びたいお母さんたち、お気

軽に参加しませんか.先生たちが楽しく

親子の遊び方や関わり方、必要と思われ

るアドバイスをしてくれます。

◆期日 平成
"年

6月 10日 (火)

◆時間 午前9時～正午

◆会場 鶴遊館

◆内容 リズム体操 親子遊び

1固号」本日言炎

◆申込方法 参加申込書を書:い ていただ

きますので、5月 23日 (金 )

まで、町民生活課 健康長

寿班 保lll師にご連絡くだ

さい3

し尿処理

手 数 料

(1キl;`/「 I])

※ 年 間
排 出 量

人当た

負担1額
年  差

(年 間)

現   行 00571 1 6571 約3711

H2061～ 0114円 6571 糸与741lJ 十り3711

H2141^― 0171円 6571 約112円 約75円

7L幼
健康診

4か月児健康診査
O月  日 6月 4日 (水 )

・ 受 付 午後 1時～ 1時 10分

。場 所 鶴遊館
。対 象 平成20年 1月 生まれ

10か月児健康診査

6月 4口 (水 )

午後 1時 30分 ～ 1時 10分

鶴遊館

平成19年 7月 生まれ

※バスタオル・母子手帳を忘れずにお

持ちください。また、風邪などの病気

の場合は次回の健診を受けられますの

で、事前に保健師までご連絡ください。

ポ リ オ
C II  I1  6り 」1711 1プ (1

0受  イ寸 ′1後 1時 ヽ 1「i3()分 (111

11受 けイ」け ,

・ 場 所 鶴遊館

0対  象 生後 3か 月 9ヽ0か 月未満

※このワクチ ンは、90か 月未満 まで

に2日 1受 けて終了とな ,ま す
=

1,1に11  
南犬

0全 血

5月 23日 (金)豊明館

6月 27日 (金 )ル ネ■スハイコンポーネンツ

・ いずれも午前10時 ～午後 4時 まで

※町での成分献血はあ りませんむ

児
査

O月  日
O受 付
O場 所
。対 象

1歳 6か月児健康診査

0月 日 6月 25日 (水 )

○受 付 午後12時30分 ～12時40分

O場 所 鶴遊館

O対 象 平成18年91011月 生まれ

教
育
相
談
電
話

子
ど
も
の
悩
み
や
心
配
事

の
相
談
を
電
話
で
受
け
て
い

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
教
育
委
員
会

一

２

２

１

２

１

１

１

内
線
２
１
０
・
２
５
０

■
月
～
金
曜
日
　
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
四
時
三
十

分

（土

・
日
曜
日
、
視
祭

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

六
月
の
夕
ぐ
れ
窓
口
を
次

の
と
お
り
町
民
生
活
課
窓
口

で
開
設
し
ま
す
。

■
六
月
六
日

（金
）
、
二
十

タ

〈
t゛

れ

窓

||

日

（金

）

■
午
後
五
時
十
五
分
～
六
時

十
五
分

閉
庁
後
に
戸
籍
抄
本

・
謄

本

（午
後
五
時
ま
で
に
電
話

で
の
申
し
込
み
が
必
要
）
や

印
鑑
証
明
書
、
住
民
票
が
必

要
な
方
、
町
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
の
あ
る
方
は
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

広・tBつ るた No 57119

血


